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主張性と攻撃性の関係に対する検討 
―共分散構造分析を用いた一考察― 

岡田悠子（日本女子大学大学院） 
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目   的 
 青少年にとって仲間である子供たちから受ける

攻撃行動やいじめは,安全や健康に大きな影響を

与える事柄である。また攻撃を行う側である子供

たちにとっても,学業との相関など,攻撃性が多く

の不適応指標と相関することは,多くの実証研究

によって確認されている。一方,よく似た向社会的

行動として主張性があり,青少年の発達において

大きな役割を果たす（柴橋,1998）ことが指摘されて

いる。しかしながらこの２要素の違いは明確にな

っているとはいいがたく,幾つかの研究では,攻撃

性と主張性の間には高い相関があることが指摘さ

れている。よって,岡田（2013,未発表）では,身体的

攻撃,言語的攻撃,短気（情動的攻撃）,敵意（認知的

攻撃）を含む攻撃性との関係を検討するため,主張

性の４要因理論に基づいた主張性質問紙を用い,

結果に対して因子分析を行った。その結果,小学生,

中学生,高校生の三群に対して検討を行ったが,そ

の全てで因子は２因子に分かれ,かつそのうち１

因子はもともとの主張性質問紙では逆転項目とし

て扱われていた項目が,逆転しないまま他の項目

と一因子を構成していた。そのため,この因子を除

き,残りの１因子に対して検討を行った。結果,言

語的攻撃に対して促進的な影響があると考えられ

るのに対し,攻撃を抑制することはなかったこと

から,攻撃性と主張性の違いは見出すことができ

なかった。しかし除いた因子は渡邊（2006）によれ

ば,検討することによって攻撃性との混同を避け

ることができるとされていた。そのため,本研究で

はのぞいた１因子も加えて,両因子を含んだ形で

包括的に攻撃性と主張性の関係を検討することと

した。 

方   法 
 調査対象者はＡ県内の小学校２校,中学校１校,

高校１校に質問紙による調査を依頼し,それぞれ

170名（男子89名,女子81名),103名（男子46名,女子56

名）,302名（男子178名,女子122名,不明２名）から回答

を得た。 

 質問紙は中高生では日本版 Buss-Perry 質問紙
（攻撃性）,主張性の４要件尺度(短縮版),小学校で

は HAQ-C20（日本版 Buss-Perry 質問紙の表現を児童用に

一部変更）（攻撃性）と主張性の４要件尺度(児童用に

一部表現を変更)（主張性）を用いた。 

結果と考察 
 主張性の４要件尺度の結果に対し,因子構造を

明らかにするために探索的因子分析を行い,２因

子が抽出され,その因子構成から「状況判断と他者

配慮（以下“因子１”）」「情動制御と自己決定（以下

“因子２”）とした。“因子１”は 岡田（2013）で除

いた因子だ。結果（Table 1）,「状況判断と他者配

慮」は,すべての群で「言語的攻撃」に対して有意

な負の影響を示し,表出攻撃を抑制していた。対し

て非表出攻撃である「敵意（情動的攻撃性）」に対し

ては,高校生男女,小学生男女で有意な正の影響を

示していた。よって非表出攻撃の情動的攻撃に対

しては,表出攻撃性と反対に正の影響を示し,攻撃

性を促進していた。一方“因子２”は,高校生男女,

中学生男子,小学生男女で,表出攻撃である「言語

的攻撃」に対し正の影響を示していた。よって“因

子２”は言語的攻撃性に正の影響を示しているの

に対して,“因子１”は反対に言語的攻撃を抑制し

ていることがわかった。また今回の結果で興味深

い点として,“因子１”が高校生,小学生男女で「敵

意」に対して高い影響を示していることがあげら

れる。よって“因子１”が高い場合,表出攻撃であ

る「言語的攻撃性」が低い一方で,非表出攻撃であ

る「敵意（認知的攻撃）」が高くなる可能性がある。

質問項目より“因子１”は主張行動を取る際,その

場や相手との関係がどうなるかを検討し,緊張や

不安を覚える因子であるが,この検討する過程や,

対人関係に対する緊張や不安が,相手に対する認

知的攻撃性を高めている可能性が明らかになった。 
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高校（男子） 高校（女子） 中学（男子） 中学（女子） 小学（男子） 小学（女子）

短気←敵意 .68*** .49*** .72*** .64*** n.s .39***
言語的攻撃←敵意 -.20** n.s n.s n.s .24*** n.s

身体的攻撃←敵意 n.s .40*** n.s n.s .23* n.s

言語的攻撃←短気 .19*** .17** n.s .43*** .49*** .26**
身体的攻撃←短気 .33*** .43*** .65*** n.s n.s .37**
身体的攻撃←言語的攻撃 n.s n.s n.s .47*** .32** n.s

敵意←「状況判断と他者配慮」 .13* .24** n.s n.s .31** .79***
言語的攻撃←「状況判断と他者配慮」 - .14** -.19** -.30*** -.31** -.32*** -.30**
身体的攻撃←「状況判断と他者配慮」 -.25** n.s n.s n.s n.s n.s

敵意←「情動制御と自己決定」 n.s n.s n.s n.s n.s - .33*
短気←「情動制御と自己決定」 n.s n.s n.s n.s n.s n.s

言語的攻撃←「情動制御と自己決定」 .54*** .44*** .46*** n.s .66*** .54***

Table 1 共分散構造分析の結果 
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